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Disclamer
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• 本講演では、様々なAIアプリケーションサービスや技術、用例を紹介しますが、特定

サービスを推奨するものではなく、また、利用にかかわる如何なる責任も一切負わな

い点を予めお断わりします。

• とくに、後半で紹介するAIエージェント系のサービスは、使用するPCのファイル構造を

書き換えるほか、コンテンツの読み取りや情報の外部送信も行うものであるため、情

報セキュリティ等の観点から十分な配慮が必要となります。
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本スライドは後日、公開予定
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SBI金融経済研究所のレポートで、シリーズ「研究者のための生成
AI講座」を公表中。

本日の報告概要は、レポートのシリーズとして後日公表する予定。
本スライドも、サイトのニュースとレポート記事で提供する予定。

トップページ最下部にあるニュースレター配信に 「適宜のメールアド
レスのみ（氏名等不要）」 を登録いただければ、公表時にお知ら
せ致します。月2回のサイトアップデイト時に配信中。



2023年：ChatGPTほかLLMの普及、企業内利用の整備

2024年：PoC本格化、RAG全盛

2025年：Deep (Re)Search、MCP(後述)、AIエージェント登場、
調べるから作業させるに

2026年：企業組織や社会のA2A化（Agent to Agent）

2022年11月の衝撃から３年半

企業活動とは業務・情報処理のかたまり、機能＋データで自動実行化

例：AIコールセンター、AI経理、AI財務、AI広報、AI経営企画、AI社長、AI営業、
AI法務、AIシステム開発、AIデータアナリスト、AIマーケティング、AI監査、AI人
事、AIマネー(プログラマブルマネー)、AI株式、AI裁判所、AI行政、AI政府
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•金融業を含む多くの企業が、AIによる ①オペレーションの再
構築と、②ビジネスモデルそのものの再構築 を推進中

•AIエージェントの登場により、企業活動（内部業務、対顧
客業務）がA2A化 顧客側もAI対応

•研究行為や、教育（人的資本蓄積の方法）も再構築

•そもそも人的資本に求められる要件が変化

•研究に必要な人的資本も同様。研究者に残る役割は？

「研究行為を研究する」動機
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東大経済研究科
小川教授 寄稿文

出所）「淡青評論」2025年10月 https://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/kouhou/1599/end.html 7



大阪大学 大竹教授

出所）東洋経済オンライン 26年1月16日掲載 https://toyokeizai.net/articles/-/928669 8



スキルと知識を積み上げたベテランが有利だった
それがAIで無効化、それでも研究行為に残る本質は何か？
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出所）東洋経済オンライン 26年1月16日掲載 https://toyokeizai.net/articles/-/928669



その企業版：A2A化する企業での人間の役割は？
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• 企業ミッションの定義と

• それを支える哲学を持つこと

すなわち Valueとは何かを考えること＋仕組みを作ること

Customer Value、 Economic Value、 Human Value、 

Societal Value、 Trust Value



AEA ASSA2026 Annual Meetingの
Li教授（MIT）基調講演

• 人の技能を抽出してポータブル化し、AI
に喰わせる

• ほぼ、どらえもんの世界

• 実はもう実現している

• 最後のSkillsで実演

人的資本のポータブル化
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https://sbiferi.co.jp/report/20260424_1.html
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本題に入る前の断り書き

ーー 大事な話



トレードオフ：効率化・高度化・広範囲統合 vs. 
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• 論文を読む・書く力、含む英語力 の低下

• 情報をまとめる力、全体展望力 の低下

• 仮説を立てる力、課題発見力 の低下

• 分析手法の習得、コーディング能力 ほか諸々 の低下

対応策：便利使いして能力低下が生じないよう、スキル向上の
手立てとして使う（まず使ってみる、使わないと二重に負ける）

例：優れたコードから学ぶ、計量手法を学ぶ、論文指導・査読を
受ける、推敲に活用、深く論文を読み込む



2つのアプローチ
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完全自動化

vs.

研究者がオーケストレーション



自動化志向

著名AIサイエンティストが
日本で研究特化型企業
を起業

LLM大規模化競争へのア
ンチテーゼ：群知能

複数AIエージェントが分業
でオーケストレーション

出所）Sakana.ai website 
https://sakana.ai/ai-scientist-jp/

2024年8月公開記事

15



査読通過

出所） Sakana.ai website https://sakana.ai/ai-scientist-first-publication-jp/

情報処理系の著名国際

学会に応募し、査読を通

通過（事務局が行為を

事前承認）

2025年３月公開記事
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完全自動化

vs.

研究者がオーケストレーション

本日のアプローチは下方
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理由：自分の能力や知識を高めるために 「も」 使いたい。



人,男,女性,持つが含まれている画像 AI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

リサーチ工程の分解と 生成AIの使いどころ
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テキストAI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

https://sbiferi.co.jp/report/20251024_1.html
https://sbiferi.co.jp/report/20251210_1.html


リサーチ工程の分解

19

⚫ 研究テーマの選択：リサーチ・クエスチョンの探索、分析対象、視点、動機

⚫ 先行研究のサーベイ：読む＆展望する、対象、切り口、利用データ、分析手
法、分析結果などの一覧比較、Gapの特定（研究価値の発見）

⚫ 検証に値する仮説の設定：リサーチ・クエスチョンへの仮説、リサーチプラン、
結果のバリュー予測（リサーチ・マーケティング）

⚫ データの特徴把握（EDA: Exploratory Data Analysis、試し堀り）、
適切な前処理

⚫ 分析手法の選択、分析インフラの選定、分析用のコード作成

⚫ 分析結果の解釈、図表作成（切り口や仮説の再考察、ループが普通）

⚫ 論文執筆・推敲、文献整理

⚫ プレゼン資料作成、スピーチ練習、コメントや査読対応



⚫ 研究テーマの選択：リサーチ・クエスチョンの探索、分析対象、視点、動機

⚫ 先行研究のサーベイ：読む＆展望する、対象、切り口、利用データ、分析手
法、分析結果などの一覧比較、Gapの特定（研究価値の発見）

⚫ 検証に値する仮説の設定：リサーチ・クエスチョンへの仮説、リサーチプラン、
結果のバリュー予測（リサーチ・マーケティング）

⚫ データの特徴把握（EDA: Exploratory Data Analysis）、前処理

⚫ 分析手法の選択、分析インフラの選定、分析用のコード作成

⚫ 分析結果の解釈、図表作成（切り口や仮説の再考察、ループが普通）

⚫ 論文執筆・推敲、文献整理

⚫ プレゼン資料作成、スピーチ練習、コメントや査読対応

リサーチ工程の分解
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今日、解説＋デモで紹介する箇所
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紹介するアプリケーション

⚫ 汎用LLM、＋専用プロンプトのGPT(s)

⚫ 文献サーベイ：Elicit、Consensus、SciSpace

⚫ 読解・展望：NotebookLM、Claude Code＋Obsidian

⚫ 計量モデル実装：VS code + GitHub copilot/Codex

⚫ 再現性検証：Claude Code with AI agents

⚫ 査読コメント：Claude Code with Skills/AI agents

その他、サーベイだけでも、Scite、Paperguide、 Research Rabbit、 
Connected paper、Semantic Scholarなど多数のアプリケーションあり

注意：無料版だと上限制約で使いにくい

次
頁



22

コード特化LLMを用いた開発・利用環境の進化

第一世代

汎用LLMアプリケーションにコードを書かせて、実行環境にコピペし、
エラーが出たら内容をLLMにコピペで渡し、理由や解法を尋ねると
いう反復：LLMは相談相手、作業は人

第二世代

VS codeなどの開発環境(IDE)にコード特化LLMが組み込ま
れ、コード補完、コード作成依頼、インライン修正(ほかデバッグ、エ
ラー説明)などが、1つの環境で対話的に実現

VS code + GitHub Copilot 計量モデルの実装

コード特化LLMの発展は、AIエージェント化の必然
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コード特化LLMを用いた開発環境・利用環境の進化

第三世代

1)コード特化LLMにAIエージェント機能を持たせ、コマンドライン
(CLI)で自律的にコード作成・読解・修正・実行：Claude 
Code CLI、Gemini CLI、Codex CLI

2) コード特化LLMをIDEに埋め込み、計画立案・複数ファイル編
集・実行・修正を一体化：VS code + Claude Codeほか、
CursorやWindsurf、Antigravity

今日は触れない案件

3) AIエージェントがGitHub上やクラウド環境でバックグラウンド実行し、リポジトリ調査、
実装計画、ブランチ作成、コード修正、テスト、プルリクエスト等を自律的に実行：
GitHub Copilot cloud agent、Codex cloud
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汎用LLMの専門知識増大＋Deep(Re)Search

ChatGPT 5.2 に聞いてみた（最新型利用を推奨、課金は取り戻せる）
準備段階での最新型



回答の冒頭部(右)

1) まず“パズル”は何か：観察事
実の確立（サーベイ中心にな
りやすい理由）

2) 摩擦（friction）を入れた
理論：参加コスト・借入制
約・所得リスク（資産価格モ
デル側へ接続）

3) 実証の主戦場：サーベイ“だ
け”ではない（行政・口座
データ、構造推定、準実験）

4) 社会的相互作用・情報：
ネットワーク効果（複数均衡
も）
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ChatGPTに専用プロンプトを組み込んだGPT(s)

GPT(s)

ある作業に特化したプロンプト（指
示）をあらかじめ組み込んで、簡単
に使えるようにしたChatGPT、同一
画面で利用

デモ：いずれも専用webアプリあり

• SciSpace

• Consensus

上手いプロンプトは効果大

その後、Skills(能力定義書)やAIシ
ステムの機能定義書に進化

使いまわし可、後出



SciSpace

研究論文の検索・読解・要約・執筆支援

汎用GPTよりも、論文読解・文献探索・学
術執筆に寄せた使い方

• Copilot：論文を読みながら本文・数
式・表の意味を説明する機能。質問に
回答（根拠箇所付）

• Literature Review：関連論文探
索やレビュー作業を効率化

• AI Writer：論文の文章補完、表現
改善、引用追加などの執筆支援

向いている用途：先行研究の当たり付け、
論文のざっくり理解、レビューの下準備、英
語論文読解の補助
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GPT埋め込みの無料低品質
サービスでこのレベル



SciSpace：Webアプリは多機能、読解にも
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読みながら、見開き質問（右図は指定範囲の解説）

論文を多数読み込み横断比較

機能メニュー（下図矢印）



SciSpace：プロンプトのツボ
Literature ReviewやAI Writerなどの定義機能を明示的に使った方が高パフォーマンス

【プロンプトの用例】

Literature Review機能を用いて、 [家計の金融資産選択] に関する最新の5年間の論文を要約してくださ
い。特に [非参加パズルの要因] に焦点を当て、各論文のサンプルサイズと分析手法を比較表にしてください。

AI Writerとして、以下の抄録を [Journal of XXXX] の投稿規定に合わせたトーンでリライトしてください

Copilotとして、この論文で用いられている操作変数法の妥当性（Relevance and Exogeneity）について、
著者がどのように論じているか解説してください

Extract Data機能を使用して、アップロードした5つの論文から、分析対象国、推定モデル、主要な結論を抽出し、
比較表を作成してください。

Paraphraserを用いて、以下の文章を専門的かつ洗練された学術的トーンに書き換えてください。語彙の重複を
避け、論理的な接続を強めてください。

構成要素
Intent：やりたいことの明示
Skills / Functions：SciSpaceの定義済み機能の活用法
Specific Prompt：個別の具体的な指示
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Citation Generator：引用文献のフォー
マット（APA, MLAなど）に整えるツール
ほか、Deep Review、Find Topic等



Elicit：無料版でもかなり使える
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学術論文の 検索・要約・比較・
データ抽出 を支援

アーカイブ対象論文1億本

先行研究の当たり付け、内容
把握、比較表の作成ほか系統
的レビューの省力化に有益

Step1：論文収集

Step2：選別基準で判定

Step3：統合レポート作成

無料版はStep1が50本限定



Consensus：仮説へのコンセンサスを集計
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Consensus：レポート化も
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Consensus：エビデンスの強さを計測

33表下方に強さ度合いの中・下が続く



Consensus：参考文献リストの時系列化
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数字は文献リストのインデックス

時期の集中がわかる
いま、何がホットイシューか（マーケティング視点）



Consensus：リサーチギャップも自動計測
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これもマーケティング視点



Research Rabbit（一部無料）
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•既知論文を起点、孫引きの高度化

• 引用ネットワークを可視化

• インタラクティブ・マップ

• Similar/Earlier/Laterで関連検索



NotebookLM：論文理解の高速化、音声活用
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複数論文の一括読み込みで
RAG的にも利用可能。
別のアプローチを後述

このメニューが
カスタム化可能



• シンプルな対話型も便利

• 多機能化の罠

• 高機能化したLLMの果実

GPTs -- Scholar GPT
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Next theme
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ここから定量分析



デモ：コード補完、計量モデルのコーディング

右のWPの再検証で利用

投資する/しない ＋ する場合の投資保有額 の推計

• Probit model １段階目のみ

• Heckman 2-step model with censored data 
(OLS with Inverse Mills ratio for selection bias)

• Two-Step Tobit Model (Heckit-Tobit Model or 
Double Hurdle) 論文では未実施

• FIML of simultaneous estimation with error 
term correlation and censored data

VS code + GitHub copilot で分析支援
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https://sbiferi.co.jp/assets/pdf/wp/wpj20250425_1.pdf


画面はVS code

右外側にGitHub 
copilotのチャット

• コードやコメント文を
書いている途中で
先読みして続きを示
してくれる

• 全体を読んで理解
して予測

補完
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ここまでタイピング

続きが自動で薄く表示

まるまる自動で書い
てくれる（コードも）



VS codeの右側にGitHub 
copilotのチャットエリア(右図)

• ヒストグラム作成のコード生成を依頼

• これまでのコードやコメント文から変
数名を読み取っている

• 作成物がコード本体に追記され、実
行、エラーなら「原因を特定し、修正
して」と追加指示

• コード特化LLMを GitHub copilot 
から Codexや Claude codeに変
更可能

• VS code は、IDEの世界標準

コード生成
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リクエスト

Two-Step Tobit Model (Heckit-Tobit Model)の推計コードを作成し、新しいセルに追記してください。暗号資

産の保有額を推計する第二段階では上限値がセンサーされています。この点を考慮してTobitモデルを適用してくださ

い。暗号資産の保有無しが多いので、第二段階のサンプル数は少なくなります。直前のHeckit model(ヘックマンの

二段階アプローチ)の推計コードを参考にしてください。負の対数尤度関数の最小化問題にBFGS法を利用し、誤差

項の標準偏差が正値になるよう指数変換を利用してください。

計量モデルの知識だけでなく、分析の流れやコードの文脈が判っていないと、人間でも意味不明な指示。修士論文の
指導時の会話に近いかも？

回答

コード挿入の検討

現在のHeckitセルの後に新しいセルを追加する必要があります。セルID #VSC-3e33a1fc の後に挿入するか、あ

るいは空のセル #VSC-2bf5469a をコードで置き換えるのが良さそうです。挿入または空セルへの置き換えには

edit_notebook_file アクションを使用します。新しいコードは、現在のHeckitコードをベースにした2段階Tobitモデ

ル(Two-Step Tobit Model)に関連するもので、特にユーザーが言及した暗号資産の保有状況に焦点を当てます。

コード生成：かなり難しいリクエストも平気
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新しいコードの作成

暗号資産の保有額変数として df_Y_X['var231'] を使うことを検討しています。現在の保有状況を選択するため

の $y_1$ インジケーターとして、現在保有しているかどうかを示す var191dash_r を使用します。第2段階のサンプ

ルは y1_dstock == 1 かつ Fy2 > 0 であるかを確認します。既存の空セル #VSC-2bf5469a を置き換える可

能性も考慮しつつ、セルID #VSC-3e33a1fc の後に挿入する方が簡単そうです。新しいコードには BFGS 法と 

logsigma を確実に含めるようにします。

2段階Tobitモデルの計算

暗号資産の保有に焦点を当てた、いわゆる「Heckit-Tobitモデル」とも呼ばれる2段階Tobitモデルの計算準備を進

めています。まず、内包表記を使用して var191 の現在の保有状況を示す選択インジケーターを作成します。次に、

暗号資産保有額の変数として df_Y_X['var231'] を使用します。マスク処理と対数変換を行った後、第1段階とし

てプロビット・モデルを適合させ、第2段階のTobitモデル用となる逆ミルズ比（IMR）を算出します。上限値は 

var231 の単位に基づいて適切に設定します。

コード生成：かなり難しいリクエストも平気(続)
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Tobitモデル計算の実装

例として、上限値に基づいて y2_log の検閲（censoring）された値を定義し、Tobitモデル計算用のデータを準

備します。関数 tobit_negloglik を使って負の対数尤度を計算します。特に逆ミルズ比（IMR）を組み込む際は、

X2_const と beta の形状が一致していることを確認する必要があります。パラメータの初期値の長さも検証しなけれ

ばなりません。対数ドメインで表現された上限値が、実際の y2_log の値（特に実際の数値が定義された上限値よ

り低くなり得る点）と整合していることにも言及します。

Tobitモデル設定の仕上げ

上限値を考慮しつつ、暗号資産保有額に関するTobitモデルの設定を微調整しています。「千」単位に合わせて 

upper_limit を 150（つまり150万を想定）と定義するのが良さそうです。$¥log(0)$ の問題を避けるため、Fy2 

に対するフィルターも実装します。数値型であることを確実にするために np.log(y2.astype(float)) を使用する必

要があります。さらに、IMRの構築と $X$ の列構造を再確認しなければなりません。最後に、整理しやすいように、空

セルを置き換えるのではなく、Heckitセルの後に新しいセルを挿入する予定です。

コード生成：かなり難しいリクエストも平気(続)
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コード生成：かなり難しいリクエストも平気(続)
Heckitセルの直後に新しいTobit推計セルを追加します。

新しい Two-Step Tobit セルを Demo20260517.ipynb に追加しました。

位置:既存の Heckit セルの直後

内容:

第一段階: Probit による選択モデル

第二段階: 暗号資産保有額の上限値センサー付き Tobit モデル

最適化:scipy.optimize.minimize(..., method='BFGS')

備考: sigma は exp(log_sigma) で正値化。上限値 upper_limit は現在 150 に設定しています。実データ

の単位に応じて必要ならここを調整してください。

そのまま動かしてエラーが出たため、原因を見つけ出させ、修正反映。1回の修正でMLEが収束。

GitHub copilot を Codex や Claude code に変更して作らせたコードも同様に収束。
46



OpenAI Codex 単体で実装、GitHub連携が便利

47

プル・リクエスト



（参考）共同研究にGitHubの活用を

48

GitHubにPull Requestが送られてきた画面

GitHubはソフトウエア開発のバージョン管理シス
テムだが、共同研究に便利

コード置場でなく研究プロジェクト運営基盤になる

論文の変更履歴、共同作業でのPull Request、公開
用のGitHub Pages、版管理のためのReleases、
GitHub Actionsで自動実行

例

• 分析コード・図表作成コード・論文原稿・READMEを
一つのリポジトリで管理

• Issueをやることリストとして活用

• 再現性確保（コードを書いた人への依存から脱却）

• AEA Data Editorも再現用ファイル準備は研究開
始時からを推奨

• 外部公開のインフラ

https://aeadataeditor.github.io/aea-de-guidance/preparing-for-data-deposit
https://aeadataeditor.github.io/aea-de-guidance/preparing-for-data-deposit


ここから先端的な話

第三世代のAIエージェント活用型

49

0. 技術的背景

1. AI駆動の育つ知識管理システム

2. 自動化された再現性検証：AIエージェントの使い方

3. ジャーナル投稿対応のAI査読：Skillの活用



AIエージェントやSkillの発展
前段階 Chain of thought(段階思考)、推論モデル、ロングコンテキスト対応、

Function Calling(LLMを動かすユーザーが外に向かって何かの作業させる
ツールを呼びだす仕組み)

24末 MCP（Model Contents Protocol）登場

LLMと外部システムを繋ぐ共通プロトコル、ツール側で多様なLLMに標準対応

25年 Agent2Agent Protocol 登場 相互連携して複雑なタスクを遂行

Agent Skills AIエージェントに特定の専門知識やタスク実行能力を追加する
ための仕様、スキルのポータブル化を実現

Agent Skillsは、AIエージェントの異なるレイヤーに組み込める

１）エージェント型コーディングツール：ユーザーが組み込む、Claude Code、Gemini CLI、Codex、GitHub Copilot CLI

２）エージェント開発フレームワーク：開発者が組み込む、Google ADK、OpenAI Agents SDK、LangGraph

50



MCP以前のAI ツールごとに接続システム作成

LLMアプリケーション

予定表やメール等
の外部サービス

RAGローカルPC

LLMアプリケーションが ｍ種類 ｘ システム側が ｎ種類

企業内部
システム

オープンなネット環境 (LLMアプリケーションが接続提供)
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MCP:システム側(図最下部)が汎用プラグを提供

52

出所）Dev Dash Labs 
https://devdashlabs.com/insights/model-context-protocol

ユーザーがLLMアプリケーション(含むIDE)
を利用

ユーザーは連携先のサービスにアクセス権を
持ち、MCPサーバーからの接続を認可

サービス側のシステムがMCPサーバーを用
意、標準化により様々なLLMから共通利
用可能（likely USBコネクタ）



1. AI駆動の育つ知識管理システム

53

Claude code＋Obsidian



•文献レビューを検索・使い捨て型からALL蓄積型へ、情報の統合・整理を
自動システム化

• 論文間の関連性を認知、wiki（研究ノート）を作成（キー概念、entities、
用語集、関連性ネットワークグラフ、比較表等）

•育てる研究ノート：QAや壁打ち記録を自動で取り込み、知識の成長にあ
わせて全体の再整理を自動実行（人が無意識にやっていること）

• 研究者はソース選定・解釈・仮説形成に集中、知識管理はAIシステム（と
いいつつ、研究者のソース選定もサーベイAIが支援）

Claude code＋Obsidian で 専用wiki
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• Obsidianアプリケーションを知識ベース、LLMを編集者として利用

• Obsidian：Markdown形式(.md)のノートをローカルPCやスマホで管理

する知識管理アプリ

• Webページを1クリックでmd化して取り込み、PDF論文も集中管理、LLM

で抽出・生成した情報をmd化

• mdノート同士をリンク付け、知識のつながりを生成

• 概念整理などはLLMに実行、CLAUDE.md(指示書)を活用

参考）RAGは情報書庫＋検索、検索結果をLLMで言語処理

Claude code＋Obsidian システムの解説
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作り方はこちら OpenAIのCo-founder

56

出所）Andrej Karpathyさんのサイト https://gist.github.com/karpathy/

グローバルベースで話題になり、日本語の解説もネットに多数あり

https://gist.github.com/karpathy/


最近の案件：SC、トークン化預金、wCBDC

57

このレポート
シリーズ用
に作りました

https://sbiferi.co.jp/report/20260325_1.html


Concept, Entity, Graph view
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Overview
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現在初稿段階の共著論文をseed論文にして、「参考文献全部を
wiki化して」、とエージェントに依頼

⇒ 全論文を読み込み処理するのでトークンの大量消費、Claude 
codeの＄20/月のサービスでは途中でLimitにヒットし、回復を待って
再開（の繰り返し）

注意：AIエージェントやCLIは、コマンドが裏（遠地のアプリケーション
サーバー）で動くため消費量がみえにくい

含意：AI活用は推論(LLM利用)コストが増加、今後の問題点に

文献指定で一気収集とwiki化をやってみた
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処理途中

一部処理段階
でも使える

論文1本、サイト
1ページ、１メモ
書き.mdごとに
追加・再整理で
もOK

育てる知識DB
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2. 自動化された再現性検証

62

AIエージェントの使い方



経済学・政治学の
トップジャーナル110
論文の再現性検証

• 85％は実行可能

• 72％が同じ結論

• 25％はcoding 
errorsあり

再現性検証

63

出所）Nature  
https://www.nature.com/articles/d41586-026-00684-9

https://www.nature.com/articles/d41586-026-00684-9
https://www.nature.com/articles/d41586-026-00684-9
https://www.nature.com/articles/d41586-026-00684-9
https://www.nature.com/articles/d41586-026-00684-9
https://www.nature.com/articles/d41586-026-00684-9
https://www.nature.com/articles/d41586-026-00684-9
https://www.nature.com/articles/d41586-026-00684-9


事例：初稿完成論文、コーディングは共著者

論文と加工前の生データだけを与えて、同じ結果をAIにレプリケー
ションさせる！

• 使用ツール：Claude code (with AI agent)

• 自律的にエージェントが動くのがわかる  see デモ

• 結果レポートや説明用資料も自動作成

• 論文に必要な情報が書き込まれているかのチェックにもなる

再現性検証：論文とデータから完全自動再現
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1. 作業用ディレクトリを切り、これをルートとして
/raw/papers/target_paper.pdf および
/data/raw/original_data.csv を配置

2. WindowsのPowerShellで上記ルートからClaude code CLIを立ち上げ

3. Shift+Tabでプランモードに切り替え

4. Claude codeのコマンドラインで 「配下に格納した論文情報と生データから、
論文中の実証分析を全てPythonで再現検証するためのプランを作成し、こ
の指示をプロジェクト規約と合わせてCLAUDE.mdに格納する」 よう命令

5. Claude code が詳細なセッティングをオプション選択型で提示してくるので、
推奨オプションをベースに適宜選択、モードも実行モードに自動で変わる

6. 自動作成されたCLAUDE.mdを確認、手直し

7. プランに沿って再現性検証を行うよう指示（Claude codeが色々選択肢や
作業を手配してくれるので詳細指示が不要、オプションを選択するだけ）

8. 結果をレポートにまとめ、プレゼンで紹介しやすいようスライドを作成するよう指
示（同上、フォーマットほか色々気を利かして聞いてくる）

9. 同コードをJupyter notebookでインタープリター形式で確認しながら実行で
きるよう、.pyファイルを.jpynbファイルに移植するよう指示（同上）

10. .jpynbをバックグラウンドで実行し、コードと実行状況が視認しやすいレポート
にhtmlでまとめるよう指示（同上）

試した実証論文と手順

65

日本経済学会2026年秋季大会
報告採択、後日公表予定

AIエージェント
の自律駆動

機械学習(ML)でメジャーな
手法を複数活用



スライドレポートも自動作成

前頁で作成したCLAUDE.mdのサンプル（デモで表示、略）

上記スライドほか各種の作成物：Artifacts（デモで表示、略）

66

結果は2か所のみのズレ！

• ダミー変数の解釈が容易になるよう
前処理していた箇所が検証コード
では未反映

• 論文中で説明変数を「AやB等」と、
曖昧な書き方をしていたので１変
数が脱落

含意

• 再現性検証の自動化は可能

• ジャーナル査読に導入され、変数
前処理や定量分析の詳細設定
を提出する時代が来るかも



インタラクティブ実行形式で
見やすい・検証しやすいよ
うにJupyter notebook
形式(.jpynb)でファイル
出力

プロのコードの学びになる

.jpynb
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デモ

68

Claude Codeで

実行方針をCLAUDE.mdにまとめ、

これにそって実行



3. ジャーナル投稿対応のAI査読

69

Skillの活用



CLAUDE.md はプロジェクトで常に読まれる前提知識や約束

一方、Skill は必要なときだけ呼び出される特定技能の手順書（SKILL.md）

• 汎用性があり、所定のディレクトリに置くだけで呼び出せる

置き場所：プロジェクトのルート/.claude/skills/<skill-name>/SKILL.md

注）レガシーとなった古い置き方：プロジェクトのルート/.claude/commands/<skill-name>.md
なんでもすぐにレガシー化するが、AIを使い倒しながらキャッチアップしていく

• AnthoropicがClaude公式で出しているもの、個人や企業などが作成して配布している
もの、ユーザーが自作するものがある

• ユーザーがSkillを呼び出す場合と、Claudeが必要と判断して呼び出す場合がある

Skillの活用
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例：review-paper skill

71

https://github.com/claesbackman/AI-research-feedback 6つのサブエージェント
の協調作業

五大誌ほか
Specific view

導入法と使い方

https://github.com/claesbackman/AI-research-feedback
https://github.com/claesbackman/AI-research-feedback
https://github.com/claesbackman/AI-research-feedback
https://github.com/claesbackman/AI-research-feedback
https://github.com/claesbackman/AI-research-feedback


右：review-paper.mdの本体
注）レガシーネーミング、前頁参照

Skillの例
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査読結果

ベックマンさんのシステムは
Texフォーマット指定

自分が昔にTex形式で書
いた論文でAI査読にチャ
レンジ

想定ジャーナルはLLMに
推薦先を調査依頼

結果

一言でいうと、厳しくも適
格なコメントや修正要求、
質問を沢山頂戴した
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参考：経済学研究に有益なSkills

74

• https://github.com/hanlulong/econ-writing-skill

• https://meleantonio.github.io/awesome-econ-ai-stuff

• https://github.com/hanlulong/awesome-ai-for-economists

• https://github.com/K-Dense-AI/claude-scientific-skills

• https://github.com/anthropics/claude-cookbooks

• https://github.com/anthropics/financial-services-plugins (Claude Cowork plugin)

• https://github.com/quant-sentiment-ai/claude-equity-research

注意

公開Skillには悪意ある危険なものがある。PCや環境を破壊する、IDやアクセスキーを盗む（高額請求

で気が付く）、情報流出する等のリスクがあり、主要LLMの公式や、著名先で安全性が確認されたもの

（これもupdateで変わりうる）に限定する。上記や前述のSkillsも自己責任で。注意点は後述。

https://github.com/hanlulong/econ-writing-skill
https://github.com/hanlulong/econ-writing-skill
https://github.com/hanlulong/econ-writing-skill
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https://github.com/hanlulong/econ-writing-skill
https://meleantonio.github.io/awesome-econ-ai-stuff/
https://meleantonio.github.io/awesome-econ-ai-stuff/
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AIの研究活用、まだまだ発展途上なのでリスクも

75

本年2月公表の研究



人間と同じ

• AIエージェントが、同一のデータから多様で時に相反する分析

結果を導出

• 変数選択やモデル設計といった「分析上の意思」によって異なる

結論を下しうる・・・・指示には研究者の下心が紛れ込むリスク

• AIに与えるペルソナやプロンプトによって、統計的な有意性や効

果量が意図的に操作されうる

• AI監査が必要（金融リスクの２線３線管理と同じ）
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それでも加速度的に高度化

77

新サービスが登場し、IT大企業や著名SaaS
企業の株価が大きく下落することも

“SaaS is dead.”は、真実性の程度はともかく
有名な話

SoRの重要性は残る、SoEがチャレンジされる



最後に

⚫ A2Aエコノミーは来る、既にステーブルコインはAIが主たる利用者

⚫ 研究の方法論が変わる、人的資本要件もアップデイトされる

⚫ 研究スキルもAIで伸びる、トレードオフは克服できる

⚫ Hands-onが大事、まず手を動かしてやってみる

⚫ ただし、重要な注意点（次頁）

78

AIの壁は、あなたの腰の重さにある！



特にエージェント系で注意すること
⚫ PowerShellでBashコマンドなどがゴリゴリ動く（その意味は下記）

⚫ 対応：スクリプトをしっかり全部読む、仮想環境をコンテナで建てその環境下で実施する 
or 中古PCを初期化して使う（流出・破壊対策）、固定費用上限付きサービスを使う

⚫ LLMサービスにコードベースでアクセスする際の API key等の管理は、Pythonなら
ば.envで行う（コードに書き込まない） それでも.envが流出するリスクは残存 79

それゆえ、この作業をしてよいか
（コマンド実行許可）を都度、
AIが確認してくる



スクリプトのチェックポイント
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Q＆A、Discussion

• もう一度、あのデモ画面を見せて

• そこは違うと思う

• AIに創造は可能か、AIにノーベル賞はとれるのか

• 果たしてどこまで行くのか、研究者の役割は(再掲)

• 何からやってみるのがお勧め？
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